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研究要旨 

新規の肝炎ウイルス陽性者は減少しつつあり、今後は専門医のみならず非専門医を含めた

メディカルスタッフ、地方公共団体の肝炎ウイルス対策部署・保健所、健診医療機関や保

険者等にも肝炎ウイルス検査受検促進、陽性者を受診、受療へ導くことの重要性を認知さ

せることが急務であり、その対策として多職種による肝炎医療コーディネーター(肝 Co)養

成が全国で勧められている。 本研究では「新たな手法を用いた肝炎ウイルス検査受検率・

陽性者受診率の向上に資する研究（是永班）」と連携し、1. コロナ禍による肝臓病教室(院

内・患者向け)は減少している一方で、紙上・web・市民公開講座の活用し活動が維持され

ていること 2. 拠点病院においても肝 Co 配置に不均衡が顕著であること 3.肝炎ウイル

ス陽性者の非専門科での肝 Co 養成が急務であること 4肝 Co 養成講習内容に大きな差があ

ること が明らかとなった。今後は肝 Co活動維持のみならず、知識の均てん化を課題とし

て、養成講習内容の統一化、web を応用とした継続研修の回数を増加させ学習機会を与える

ことが必要であり、更に拠点病院においては、率先して非専門医科に肝 Coを配置させ院内

肝炎ウイルス陽性者対策の効率化を図り、専門医療機関やクリニックへ展開することが望

まれると考えられた 

A. 研究目的 

 2016年に改正された肝炎対策基本指針 

には治療薬の進歩に伴い「肝硬変・肝がんへの

移行者を減らすこと」を目標とすることが明記

され、効率的に非受検者を対象に肝炎ウイルス

検査を受検させること、広いあげた陽性者を確

実に専門医療機関へ受診させることがより急

務である。 その対策として新規の肝炎ウイル

ス陽性者は減少しつつあり、今後は専門医のみ

ならず非専門医を含めたメディカルスタッフ、

地方公共団体の肝炎ウイルス対策部署・保健所、

健診医療機関や保険者等にも肝炎ウイルス検

査受検促進、陽性者を受診、受療へ導くことの

重要性を認知させることが急務であり、その対

策として多職種による肝炎医療コーディネー

ター(肝 Co)養成が全国で勧められている。 

本研究では「新たな手法を用いた肝炎ウイルス

検査受検率・陽性者受診率の向上に資する研究

（是永班）」と連携し、肝疾患診療連携拠点病

院（拠点病院）の肝 Co 養成者数やその配置状

況を明らかにし、拠点病院ですら肝 Co 配置に

偏在することを報告(肝臓 2021)した。更に解

析を行い以下の検討を行った 

 

B. 研究方法 

・肝炎情報センター・新規手法(是永)班との連

携研究 1～拠点病院内活動～⇒拠点病院調査

と肝臓相談支援システムへの投稿から肝臓病

教室の開催状況を解析した 

・肝炎情報センター・新規手法(是永)班との連

携研究 2 ～拠点病院内の肝 Co 配置と非専門

医科の有用性～⇒ 是永班分担研究者施設に

調査を行った 

・肝炎情報センター・新規手法(是永)班との連

携研究 3 ～拠点病院以外の陽性者対策と肝

Co 養成～⇒是永班分担研究者施設に調査を行

った 

・肝炎情報センター・新規手法(是永)班との連

携研究４ ～肝 Co 養成講習会均てん化状況～

⇒web 上から各都道府県の肝 Co 養成講習プロ

グラム内容を解析した 

 

C. 研究結果 

・肝炎情報センター・新規手法(是永)班との連

携研究成果 1 

患者向けの「肝臓病教室」を開催していない拠

点病院はコロナ禍前より１５施設存在してお

り、令和 2 年度はほぼ倍増したが、令和 3 年度

は改善傾向を示した。開催は web を利用したも



 
 
の多く、その殆どはホームページに動画を掲載

し、期間限定あるいは継続して視聴可能として

いた。更に市民公開講座を web化し肝臓病教室

として広く公開する施設も増加した（千葉県は

市民公開講座は肝 Co 継続研修として認定を開

始した）。その一方で、集合型開催を計画して

も中止に追い込まれる場合もあり、開催施設は

増加せず紙上・DVD 配布を行う施設も増加して

おり、令和４年度にその傾向は変化がなかった。 

（下図） 

 
 

・肝炎情報センター・新規手法(是永)班との連

携研究成果 2 

肝 Co 養成講習会は、肝臓病教室とことなり多

くの地域で開催され、肝 Co 養成数も増加して

いた。拠点病院の肝 Coの多くが看護師であり、 

他科に存在していなかったが、継続調査にて 

数施設で養成されているのが確認された。特に 

眼科で養成した施設では、陽性者への対応が 

向上したことが明らかになった（下図）。 

 

・肝炎情報センター・新規手法(是永)班との連

携研究成果 3 

拠点病院以外の専門医療機関の肝炎ウイルス

陽性者対策を調査したところ 50%の施設で何

らかの介入を行っており、臨床検査技師の肝

Co 化が有効であることが確認された。また差

別・偏見の場とされる歯科と連携したところ、

歯科でも感染対策に対する講義を行っている

こと（標準予防策の周知）やウイルス肝炎につ

いては高齢層を中心に、正しく周知されていな

いことも明らかになった。その為、愛知県では

研究班・県歯科医師会と共催で肝 Co 養成講習

会を開催し、約 200 名の歯科医が Co と認定さ

れた（下図）。 

 

・肝炎情報センター・新規手法(是永)班との連

携研究 4 

１５地域で肝 Co 養成講習会の内容を調査した

ところ時間は２～１０時間、政策面では 

肝炎対策基本指針改変、肝炎情報センター・肝

炎対策推進室について、臨床面でも自己免疫性

肝疾患・A型肝炎・E型肝炎・HBワクチン等に

ついては講義内容から外されていた 

肝 Co の「知識」は極めて不均一といえること

が改めて確認された（下図）。 

 

D. 考察 

コロナ禍も 3年が経過し、殆どの拠点病院が

webを用いた肝臓病教室、都道府県と連携して

Co養成講習を開催していることが明らかにな

った。webの利点・欠点を考慮し、肝臓病教室

では live配信よりも、一定期間の録画を配信

する施設が多くなり、肝疾患相談・支援センタ

ーのホームページから視聴可能としている。実

際、相談・支援センター関係者 130名に活動状

況のアンケートをすると十分でなかった(34%)



 
 
に対し、新規発見(26%)、変わらない(22%)と大

きく 3つに分かれ、活動低下と回答したのは

２％に留まり、web開催準備、web 視聴等にて、

様々な知見を得た推測された（下図）。 

 

 

その一方で「肝臓病教室」と「市民公開講座」

の境目がなくなり、肝臓病教室を開催しない施

設の多くが市民公開講座を web化し肝臓病教

室と開催している。更に千葉県の様に 

市民公開講座を肝 Co 継続研修会として開催 

し、広く肝 Coに最新知識を得る chanceを増や

している。今後は、患者さんを含め肝 Coとな

って頂き、ハイブリッドを中心に継続研修回数

を増やしていくことが一考される 

 拠点病院には多くの肝 Co が養成されており、

実際、肝炎情報主催会議に参加される肝疾患相

談センター関係者の 90%は肝 Co を取得済みと

なった（下図） 

 

その一方で、拠点病院であっても肝 Co配置・

養成数に差があり、非専門医科には殆ど 

存在されておらず、専門医療機関に十分に 

その活動が伝わっているとは言えない現状と

いえる。是永班では、非専門医科や臨床検査技

師を肝 Coを養成することでその有用性 

を報告(臨床眼科 2023  肝臓 2022 2023)して

おり、「肝 Coをどこに配置して、どのように活

用すべき」を考えて養成すべきと考えられた。 

更に、都道府県主導で養成される肝 Coは そ

の講義内容からは、その知識は一定とはいえな

い。肝炎対策基本指針にも記載され「肝炎医療

の均てん化」には、「肝 Coの知識の均てん化」

も必要不可欠で、島根県のように診療報酬可す

るためには、養成講習にはシラバス等を作成し、

最低教えるべき内容を示すことが急務で、また

CO活動内容を細かく示すことも必要である

（下図 案） 

 

 

E. 結論 

 コロナ禍で院内肝臓病教室の開催に影響を

出て再開も難しい状況である。 

 その一方で、肝 Co 養成は継続され市民公開

講座を肝臓病教室・Co 継続研修としてその開

催を広く周知が始まっている 

 肝 Co 養成数だけ増加させる時期はすぎ、①

肝炎ウイルス対策が必要な非専門医科への肝

Co 養成者を増加させる②養成講習で最低講義

をしないといけない内容の決定など、 

「肝 Co の均てん化」に向けた方策を検討する

ことが必要である。 
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